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南北水路横断橋現場見学会 事前説明資料 

株式会社 横河ブリッジ 

【工事概要】 

   １．発 注 者 ： 東京都港湾局 東京港建設事務所 

   ２．請 負 者 ： 株式会社 横河ブリッジ 

   ３．設計会社 ： セントラルコンサルタント株式会社 

   ４．施工場所 ： 東京都江東区青海二丁目地先中央防波堤外側埋立地 

   ５．橋梁形式 ： 鋼３径間連続鋼床版箱けた 

   ６．製作重量 ： ３，９８８ｔ（ＢＨＳ５００鋼材 １,１４３ｔ） 

   ７．工事範囲 ： 鋼上部工の製作・輸送・架設 

   ８．工   期  ： 自）平成１８年６月２２日 ～ 至）平成２０年 １月１０日 

９．製作工場 ： 株式会社 横河ブリッジ 大阪工場 
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---　BHS500使用箇所

側面図はG１・G3桁のBHS500鋼材使用範囲を着色している。
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南北水路橋架設要領図 陸上側径間部　S=1/1200
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BS-1 BS-2 BS-3 BS-4

▽ 5.900m ▽ 5.500m

7650ﾗﾌｨﾝｸﾞ
66mﾌﾞｰﾑ

650t吊ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

650t吊ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

650t吊ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

650t吊クローラクレーン（架設用）

ブーム長　：66m

作業半径　：28m （主桁） 56m (側床版)

定格総重量：104t（主桁） 28t (側床版)

部材重量　：84t （主桁）17.3t(側床版)

架設重量　：98.2t(主桁) 22.1t(側床版)
（主桁84t +吊具1t+ ﾌｯｸ4.3t）×1.1
（側床版17.3t +吊具0.5t+ ﾌｯｸ2.3t)×1.1

G2

G1

G3

G2 G1G3

2800028000

作業境界線

650t吊クローラクレーン KOBELCO7650
スタンダードブーム・標準カウンタウェイト

作業半径
ブーム長さ

66

10ｍ

12ｍ 269

14ｍ 257

16ｍ 227

18ｍ 198

20ｍ 175

22ｍ 151

24ｍ 132

26ｍ 116

28ｍ 104

30ｍ 93

34ｍ 77

38ｍ 64

42ｍ 54

(t)

59.7ｍ 28

準備工

主桁架設地組

主桁架設（一括）

横桁架設

鋼床版架設（単材）

ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ

完了

650t吊ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

150t吊ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

P. 3

-
4
-



L.W.L AP+ 0.000m

AP+ 0.700m

10000076500 76500

256000

J6 J31

S2

P1 P2

A1 A2

BS-3BS-2

BS-1 BS-4

P1S1

BS-1 BS-2

P2

BS-3 BS-4

25

20

15

10

5

5 10

1.00;4

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｇ

G
E

E

E

E
BOX

EM

EM

制御盤

M
EM

M

E

道具箱

排水溝

小屋

M

CO

M

C

洗場

排
汚

E

受水槽室
水槽

E

詰

ン
ポ

プ

ト

ベ

化
槽

ス

BOX

BOX

Co

C
o

As

BOX

BOX

BOX

BOX

M

小屋

M

小屋

排水溝

量水器

水槽
小屋

小屋

小屋

汚
排

制御盤
排

汚

M

汚 汚排

0.99;LPガス貯蔵庫

排

排
排

排

洗車場 洗車場

As

As

As

配
管

5
0
0m

m

配
管

2
5
0m

m

CO CO

パイプ

パイプ

浄

中 央 防 波 堤 外 側 埋 立 地 そ の 2

南　北　水　路

NO.5+8.874

ａ

G

A

Co

ａ

ａ

溜 池

下

外 側 埋 立 地 そ の 1

中
　
潮
　
橋東　西　水　路

J
6

J
10

J
14

4 1

2 6 3

5

南北水路橋架設要領図 海上側径間部（その１）　S=1/1500

J6 J31J27J10A

A

海上側径間部 主桁，横桁架設（Ｊ６～Ｊ１４,Ｊ２３～Ｊ３１）

120t吊ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｸﾚｰﾝ
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J14 J23

700t積台船
袖ヶ浦ヤード

ｼﾞﾌﾞ傾斜角度：52°
張出距離　：23.1m
揚　程　　：31.3m
定格総重量：71t
架設重量　：69.6t
(主桁ﾌﾞﾛｯｸ62.3t+吊具1t)×1.1

施工期間　D≒10日(net)

作業境界線

A - A

S=1/1000

G3G1 G2

23.1m

120t吊ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｸﾚｰﾝ

ｼﾞﾌﾞ傾斜角度  ：52°
張出距離　：23.1m
揚　程　　：31.3m
定格総重量：71t
架設重量　：69.6t
(主桁ﾌﾞﾛｯｸ62.3t+1t)×1.1

AP -4.000m

AP +0.700m

2 31

ブロック重量表(t)

J6～J10 J27～J31
Ｇ１ 62.3 62.3
Ｇ２ 55.8 55.8
Ｇ３ 62.3 62.3

J10～J14 J23～J27
83.5 83.5
74.5 74.5
83.5 83.5

海上輸送

主桁架設

フローチャート

架設順序①～⑫

地組立 ※HTB本締（袖ヶ浦）

横桁架設

第１２３号
120t吊ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｸﾚｰﾝ

定格総荷重表

ｼﾞﾌﾞ角 吊能力(t) 揚程(m) 張出(m)
50 65 30.38 24.36
51 68 30.87 23.77
52 71 31.34 23.18
53 74 31.80 22.57
54 77 32.25 21.96
55 80 32.69 21.35
56 84 33.12 20.72
57 88 33.54 20.09
58 92 33.95 19.45
59 96 34.35 18.80
60 100 34.73 18.15
61 104 35.11 17.48
62 108 35.47 16.82
63 112 35.82 16.14
64 116 36.16 15.47
65 120 36.48 14.78
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A - A

S=1/1000

200t吊ｸﾛｰﾗ台船（大光2000）

G1 G2 G3AP-4.000m

AP+ 0.700m

ﾌﾞｰﾑ長  ：39.0m
作業半径：中床版 28.0m　側床版 34.0m
架設重量：中床版 18.3t　側床版 14.0t
　中床版(14.5t+吊具1t+ﾌｯｸ1.1t)×1.1
  側床版(10.6t+吊具1t+ﾌｯｸ1.1t)×1.1

26m

A - A

S=1/1000

200t吊ｸﾛｰﾗ台船（大光2000）

G1 G2 G3AP-4.000m

AP+ 0.700m

ﾌﾞｰﾑ長  ：39.0m
作業半径：中床版 28.0m　側床版 34.0m
架設重量：中床版 18.3t　側床版 14.0t
　中床版(14.5t+吊具1t+ﾌｯｸ1.1t)×1.1
  側床版(10.6t+吊具1t+ﾌｯｸ1.1t)×1.1

26m

A - A

S=1/1000

200t吊ｸﾛｰﾗ台船（大光2000）

G1 G2 G3AP-4.000m

AP+ 0.700m

ﾌﾞｰﾑ長  ：39.0m
作業半径：中床版 28.0m　側床版 34.0m
架設重量：中床版 18.3t　側床版 14.0t
　中床版(14.5t+吊具1t+ﾌｯｸ1.1t)×1.1
  側床版(10.6t+吊具1t+ﾌｯｸ1.1t)×1.1

26m

200t吊ｸﾛｰﾗ台船
（鋼床版架設）

J6 J31

A1

G1

A2

P1 P2

G2

G3

J14 J23

ﾌﾞｰﾑ長  ：39.0m
作業半径：中床版 28.0m　側床版 34.0m
架設重量：中床版 18.3t　側床版 14.0t
　中床版(14.5t+吊具1t+ﾌｯｸ1.1t)×1.1
  側床版(10.6t+吊具1t+ﾌｯｸ1.1t)×1.1

架設方向

A

A

海上側径間部 鋼床版架設（Ｊ６～Ｊ１４,Ｊ２３～Ｊ３１）
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架設方向
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４

2500t積台船
大阪工場 ①

南北水路橋架設要領図 海上側径間部（その２）　S=1/1500

施工期間　D≒30日(net)

200t吊ｸﾛｰﾗ台船

定格総荷重表

作業半径
(m)

ブーム長

30.0m 36.0m 39.0m

9.0 93.6

10.0 82.8 82.3

12.0 63.7 63.4 63.3

14.0 51.5 51.1 51.0

16.0 43.0 42.6 42.4

18.0 36.7 36.3 36.2

20.0 31.9 31.5 31.3

22.0 28.2 27.7 27.5

24.0 25.1 24.6 24.4

26.0 22.6 22.1 21.9

28.0 20.0 19.8

30.0 18.2 17.9

32.0 16.6 16.4

34.0 15.1
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南北水路橋架設要領図  S=1/1500
 中央径間部 吊上げ架設時

曳船

注）本図は、日常的な干潮時を想定し

　　AP+0.700の海水面を基準に示す。警戒船

施工期間　D≒3日(net)

作業境界線
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3000t吊起重機船　「富士」

　ジブ角度：58°

　定格総荷重：2216t

105000

桁重量　945t
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側面より

吊り上げ前



ジャッキングホイスト



ジャッキングホイスト



大ブロック側

ピン挿入時 桁位置図

アイバー

※ピン挿入時、桁とｼﾞｬｯｷは鉛直の必要なし

P-120-250

調整座金(1枚) 調整座金(4枚)

P-150-250

調整座金(6枚)

調整座金(5枚)

ピン詳細図

梯子 梯子

▽AP+0.000

▽AP+1.000

1

2

3

4 架設位置まで台船移動

有線配線(OX) 2 有線配線(OX)

ｼﾞｬｯｷﾝｸﾞﾎｲｽﾄ降下 3 ｼﾞｬｯｷﾝｸﾞﾎｲｽﾄ降下

ｸﾚﾋﾞｽﾋﾟﾝ挿入 4 ｸﾚﾋﾞｽﾋﾟﾝ挿入

吊上げ架設 ステップ図

J16 J21

作業フローチャート

台船移動（係留位置→桁下）

ジャッキングホイスト降下

クレビスピン挿入

通信用有線配線→通話確認

エンコーダ設置

ロット巻き上げ（油圧ﾓｰﾀｰ）

吊上げ（100mm）

ｼﾞｬｯｷｽﾄﾛｰｸ盛替

吊上げ（400mm：地切りまで）

台船上受点確認

吊上げ（約700mm）

A1側へ台船シフト

桁受点タッチアップ J16の下面足場吊り下げ

A2側へ台船シフト

桁受点タッチアップ J21の下面足場吊り下げ

吊上げ（ｽﾌﾟﾗｲｽ処理の高さまで）

ｽﾌﾟﾗｲｽ処理（ﾄﾗﾌ内のSPL-PL）

吊上げ（最終高さまで）

仕口調整～ジョイント作業

片付け

中央径間吊上げ架設　ステップ図（その１）　S=1/100

P.



・大ブロックのたわみ＝80mm
・台船の浮動量＝300mm

大ブロック側

ピン挿入完了

大ブロック側

ロッド巻上完了

大ブロック側

吊上げ（計500mm）

※吊点を鉛直にする

吊上げ（100mm）

吊上げ

ｼﾞｬｯｷｽﾄﾛｰｸ盛替

吊上げ（400mm)

地切り完了

▽AP+0.000

▽AP+1.000

5

6

ロッド巻上～吊上げ

吊上げ架設 ステップ図

J16 J21

受点確認

※深田サルベージ
5 ロッド巻上～吊上げ

台船上受点確認

作業フローチャート

ジャッキングホイスト降下

クレビスピン挿入

通信用有線配線→通話確認

エンコーダ設置

ロッド巻き上げ（油圧ﾓｰﾀｰ）

吊上げ（100mm）

ｼﾞｬｯｷｽﾄﾛｰｸ盛替

吊上げ（400mm：地切りまで）

台船上受点確認

吊上げ（約700mm）

A1側へ台船シフト

桁受点タッチアップ J16の下面足場吊り下げ

A2側へ台船シフト

桁受点タッチアップ J21の下面足場吊り下げ

吊上げ（ｽﾌﾟﾗｲｽ処理の高さまで）

ｽﾌﾟﾗｲｽ処理（ﾄﾗﾌ内のSPL-PL）

吊上げ（最終高さまで）

仕口調整～ジョイント作業

片付け

台船移動（係留位置→桁下）

中央径間吊上げ架設　ステップ図（その２）　S=1/100

P.



▽AP+0.000

▽AP+1.000

7

8

10

11

12

吊上げ架設 ステップ図

J16 J21

台船から大ブロック下フランジが約1500mmまで吊上げ

1
.
5
m

▽AP+0.000

▽AP+1.000

J16 J21台船シフト（約12m）

9 J16下面吊足場を吊り下げ 桁タッチアップ

▽AP+0.000

▽AP+1.000

J16 J21台船シフト（約24m）

J21下面吊足場を吊り下げ桁タッチアップ

9

11

▽AP+0.000

▽AP+1.000

J16 J21

ｽﾌﾟﾗｲｽ処理高さまで吊上げ（約1000mm）

監視のこと 監視のこと

：受点

：受点

作業フローチャート

ジャッキングホイスト降下

クレビスピン挿入

通信用有線配線→通話確認

エンコーダ設置

ロッド巻き上げ（油圧ﾓｰﾀｰ）

吊上げ（100mm）

ｼﾞｬｯｷｽﾄﾛｰｸ盛替

吊上げ（400mm：地切りまで）

台船上受点確認

吊上げ（約700mm）

A1側へ台船シフト

桁受点タッチアップ J16の下面足場吊り下げ

A2側へ台船シフト

桁受点タッチアップ J21の下面足場吊り下げ

吊上げ（ｽﾌﾟﾗｲｽ処理の高さまで）

ｽﾌﾟﾗｲｽ処理（ﾄﾗﾌ内のSPL-PL）

吊上げ（最終高さまで）

仕口調整～ジョイント作業

片付け

台船移動（係留位置→桁下）

中央径間吊上げ架設　ステップ図（その３）　S=1/100

P.



ピンの挿入



ピンの挿入完了



ピンの挿入完了



桁上(A1側より）

吊り上げ前



桁上(A1側より）

吊り上げ中



桁上(A1側より）

吊り上げ中



桁上(A1側より）

吊り上げ中



桁上(A1側より）

吊り上げ中



側面より

吊り上げ前



側面より

吊り上げ開始



側面より

台船が移動して桁下の受点をタッチアップ



側面より

台船離脱
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